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令和７年山形村議会第４回定例会 

 

議 事 日 程 （第３号） 

 

令和７年１２月５日（金曜日）午前 ９時００分開会 

      開議宣告 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 一般質問 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出席議員（１１名） 
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８番 村 林 淳 一 郎 君  ９番 三 澤 一 男 君 
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欠席議員（なし） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎開議宣告 

○議長（大月民夫君） おはようございます。 

  全員が出席で、定足数に達しておりますので、ただいまから令和７年第４回山形村

議会定例会の本会議を再開します。 

  本日の会議に先立ちまして、傍聴の皆様に申し上げます。山形村議会傍聴規則によ

り、撮影または録音などをする場合は事前に許可が必要となります。 

  なお、報道関係者から取材の申込みがありましたので、これを許可しました。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎議事日程の報告 

○議長（大月民夫君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎会議録署名議員の指名 

○議長（大月民夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  山形村議会会議規則第１２５条の規定により、８番、村林淳一郎議員、９番、三澤

一男議員を指名します。 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

  ◎一般質問 

○議長（大月民夫君） 日程第２、一般質問を行います。 

質問の順序は、お手元に配付の質問表に従って、昨日に引き続いて行います。 

本定例会の一般質問は、１人６０分を限度に一問一答方式で行います。 

質問者は、質問・答弁が終わるまで一般質問者席でお願いをいたします。 

念のため申し上げますが、質問・答弁は簡潔明快にお願いをいたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

          ◇ 春 日  仁 君 

○議長（大月民夫君） それでは、質問順位８番、春日仁議員の質問を行います。  

 春日仁議員、質問事項「熊を含む鳥獣被害対策は」について質問してください。  

 春日仁議員。  

          （１２番 春日 仁君 登壇）  

○１２番（春日 仁君） 議席番号１２番、春日仁です。本日は熊を含む鳥獣被害対策

ということで質問させていただきます。  

昨夜も夜７時頃でしたでしょうか、上大池の車庫前にて熊の目撃情報ということで

告知放送が流れました。そのすぐ後ですけれども、消防団のポンプ車の音が聞こえま

して、すごく安心感も覚えております。消防の方にも心より感謝を申し上げたいと思

います。それでは質問に入ります。  

全国的に鳥獣による農作物被害や人身被害が深刻化しています。特に熊による被害

は深刻な状況となっています。本村でも熊の出没情報が増加しており、集落周辺での

目撃例も報告され、住民生活の安全確保は重要な課題となっています。  

また、子どもたちが日常生活を送る保育園、小学校周辺での安全対策は喫緊の対応

が求められています。  

加えて、野生動物の山からの出没を抑制するためには、山際の里山環境の適正な整

備や農地周辺の管理が極めて重要であることが専門家からも指摘されています。  

以上を踏まえ、村としての鳥獣被害対策の現状と今後の取組について伺います。  

質問の１、熊を含む鳥獣被害に関する村の現状認識と対策についてお聞きします。

現在、村内における熊を含む鳥獣被害や目撃情報の状況をどのように把握しているの
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か伺います。  

村として出没防止・被害軽減に向けた具体的な対策（情報提供、捕獲対応など）は

どのように進めているのか、お伺いします。  

今後の被害拡大を防ぐために、広域自治体や猟友会、地域住民と連携した対策強化

について、村の考えをお伺いします。  

質問の２としまして、保育園・小学校における対応と安全確保についてお聞きしま

す。  

園児・児童の通園通学時及び校庭・園庭での活動において、熊等の危険に備えるた

めの対応状況はどうかお聞きします。  

教職員向けの緊急対応マニュアル、見回り体制などの対策状況と、今後強化すべき

と考える点についてお聞きします。  

保護者に対する情報提供体制をどのように行っているのか。また、迅速な情報共有

の改善について検討している点があるのか伺います。  

質問の３としまして、山際の里山整備と出没抑制に向けた環境対策についてお聞き

します。山際・里山の管理状況、下草刈り・間伐等の整備状況をどのように把握して

いるのかお聞きします。  

野生動物の人里への侵入を防ぐための緩衝地帯整備や、農地周辺の環境管理につい

て、村の考えをお伺いします。  

以上、通告します。  

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長、答弁願います。  

  百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 春日議員のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項「熊を含む鳥獣被害対策は」のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項であります「熊を含む鳥獣被害対策は」について、質問の相手方が、村長

と教育長となっておりますが、あらかじめ教育長と調整をして、２番目のご質問につ

いては、教育長が後ほどお答えさせていただきます。 

１番目のご質問の「熊を含む鳥獣被害に関する村の現状認識と対策」についてお答

えします。 

「鳥獣被害や目撃情報の状況をどのように把握しているか」についてでございます

が、情報の把握ということでいえば、実際にカラスやイノシシなどの鳥獣被害を受け
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た農家や住民の方から直接連絡や相談をいただくことがほとんどでございます。 

次の「出没防止、被害軽減に向けた具体的な対策はどのように進めているか」につ

きましては、先般も熊の出没があり、村内にお知らせしたように、獣を誘引する生ご

みや農作物残渣を不用意に放置しないことや、柿や栗の早期収穫、木の伐採などをお

願いしております。 

「今後の被害拡大を防ぐために、広域自治体や猟友会、地域住民と連携した対策強

化についての村の考えを」とのご質問でございますが、松本管内８市村で構成する広

域協議会が情報交換や対策協議の場となっておりまして、被害防止のための資材や捕

獲道具などの研究、供給も行われています。 

ただ、会員の減少や高齢化が叫ばれる猟友会への過度な負担や、一般住民の皆様に

とっても少なからず危険を伴うこともございますので、一言で「連携」とは言っても、

なかなかの難しさを感じているところでございます。 

３番目のご質問の「山際の里山整備と出没抑制に向けた環境対策」についてお答え

させていただきます。 

「山際、里山の管理状況、下草刈り・間伐等の整備状況をどのように把握している

か」についてでございますが、山際には、個人所有の民有林が多い状況でございます。

昔のように、薪拾いや炭焼きなど、森林資源の活用が暮らしに密着していた時代とは

異なり、今はほとんど手が入っていない状態でございます。全国的に同じ状況でござ

いますので、これはある程度やむを得ないことと感じております。 

次に「野生動物の人里への侵入を防ぐための緩衝地帯整備や、農地周辺の環境管理

についての村の考えは」については、緩衝帯を設けることは、限られた予算の中でも

比較的取り組みやすい対策であると考えており、現在、村では、県の補助事業を活用

して、獣の出没が多い地域を優先に除伐や下草刈りによる緩衝帯の整備を行っており

ます。これまでも作業量の多少はございますが、ほぼ毎年にわたり緩衝エリアにあた

る場所の作業は継続しております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） ２番目のご質問の「保育園・小学校における対応と安全確保」

についてですが、保育園及び小学校では、役場等から有害鳥獣の出没情報があった場

合は、園外・校外での活動の中止や屋内活動への切り替えを行っております。通園・
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通学の時間帯に出没情報があった場合は、村からの防災無線による周知と職員や教員

による通学路の見回りを実施するなど、園児・児童の安全を最優先に行動するよう、

迅速な対応が取れるようにしております。 

緊急対応マニュアルにつきましては「山形村クマ等出没対応マニュアル」に従い、

緊急連絡網で情報の共有を進めることになりますが、昨今の全国の被害状況を見ると、

いつ発生してもおかしくない状況でもありますので、今後、対応強化に向けて、産業

振興課等との検討を進めてまいります。 

保護者への情報提供体制につきましては、一斉配信サービスを最大限活用し、保育

園送迎時の注意喚起や小学校への送迎等について迅速な情報発信に努めているところ

でございます。 

以上であります。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。では、引き続き再質問をさせていた

だきます。 

まず、鳥獣被害ということで、被害相談というのは役場に直接ということでいいの

かと思いますけれども、例えば農作物であったり、家庭の家庭菜園でもそうですし、

例えば隣の空き家にもハクビシンだとか、キツネ、タヌキ等々がいて困っているとい

ったような相談というのは、これ窓口は役場でいいということでしょうか。改めてそ

の辺をしっかりお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川産業振興課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 役場産業振興課が野生鳥獣対策の所管課になっており

ますので、電話でも結構ですし、窓口に来ていただいても結構です。実際に答弁でも

申し上げましたように、農作物の被害、それからハクビシンや何かのいたずらみたい

なものの相談も窓口に寄せられております。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） その際、どういった今後の対応、どこに依頼するとか、その

依頼に対して住民の方から私に、相談というわけではないですけれども、質問が来て

いるのもありまして、それに対してその費用がかかるのかということも私聞いており

ますので、その辺もお答えいただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 被害の内容といいますか、対象となる獣にもよると思
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いますけれども、多いのは、基本的にはよく言われるのは、農作物でいうとイノシシ、

サル。それから集落内の例えば非農家の方からも寄せられるのはハクビシンの類いが

多いです。 

ただ、村としては鳥獣害の対策協議会の活動として村全体の中の鳥獣被害対策に取

り組むということを、いわゆる公の事業として行っておりますので、個人の方から特

別費用をいただくということは基本的にはしておりませんし、村長の許可あるいは県

知事の許可を得て、指定された獣を有害捕獲するという趣旨でやっておりますので、

特段ご本人の方からの負担というものを求めるものではございません。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。 

次に、出没防止等については柿や栗の早期収穫、木の伐採ということをお願いして

いるということでありますけれども、こういった山際の木や栗という、どういう状況

になっているかという調査はされていますか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 具体的にどこの地域に何本くらいという調査はしてお

りません。過去にもこういったような出没多発のケースがございますが、都度、思う

ことは、そうやって見てみると、柿というのは意外と多くあるなと思います。 

今回も一連の活動の中でいろいろな高齢の方ともお話をしたのですけれども、そう

は言っても柿は昔に比べればみんな切っていると、相当な本数が減っているというこ

とはみんなおっしゃっていました。それでも昔はこんな太い柿がたくさんあったので

すけれども、今はほとんどそういう柿を目にすることはありませんが、２０センチか

ら３０センチぐらいの柿というのは結構屋敷内あるいは農地の畑みたいなところには

まだ結構あるものだなと思っています。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 私もテレビの報道を見ていて、熊が柿を食べているのです。

それも渋柿を食べているような感じだったのですけれども、あれを見て改めて柿の木

に注目するようにはなったのですけれども、確かに意外と多いですよね。柿も吊るし

柿にしない方も増えてきていて、柿の木自体が困っているという方もいらっしゃると

いうことをお聞きしております。伐採するなり処理するには、結構な体力も。業者に

頼めばお金も発生してしまうという状況もあります。 

例えば村に相談があったとき、こういったものに補助できるような何か県や村の対
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策というのはあるのかどうかお聞きします。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 現段階ではそういったことは今考えておりません。い

わゆる個人が行う作業に対しての補助というようなことは、予算的にも、全体の対策

としても、今のところ考えておりませんが、傾向を見ていて、これから冬に向かいま

すけれども、今後ということでもって全体の対策の見直しみたいなものの中では、他

の自治体でも先行して行われていることでもありますので、それは検討の視野には入

れていかなければいけないと思いますが、もう１つは例えば柿の木や栗の木の大きさ

にもよるとは思いますけれども、高いところの枝からだんだん刻んでくるというよう

な作業を個人でできるということであれば、役場にはかなり長い３メートルから５メ

ートルぐらいの高いところも切れるようなのこぎりも林務用にありますので、そうい

ったものを使用していただくことは考えられるかなと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） できれば、補助なんかがあるといいかなとは思います。今後

の課題ということで、しっかり協議といいますかね、していただければと思います。 

何で熊が渋柿を食べるのかなということで、私は同僚議員に教わったのですけれど

も、渋柿は消化しにくくて、それを体内にため込んで、冬の間それを徐々に消化して

いくから渋柿を食べるのだというような話を聞きました。であるならば、里に下りな

いような対策の１つとして、必要のない柿の木はなるべく伐採しましょうというよう

な方針も打ち出していいのではないかなと私は思いますので、そんな話をさせていた

だきます。 

それから次に、地域連携ということで、熊に集中してしまいますけれども、熊です

と１日に数十キロ移動する個体があるということで、山形村だけで考えても、対策し

ても駄目だと思います。隣村の朝日村さんであるとか、松本市さんであるとか、地域

でしっかり連携して対策していった方がいいのではないかなと思うわけでありますけ

れども、朝日村のホームページには熊に関するゾーニング管理のホームページが掲載

されております。山形村も取り組んでいると思いますが、ホームページに載ってない

ものですから、その辺の取組についてお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今年、全国的に熊の出没が頻繁に行われるところで注

目されているのが、それぞれの自治体での熊の出没に関するゾーニング管理というこ
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とでございます。 

簡単にいうと、熊がいわゆる従来生息している地域、それから本来は生息していな

い地域、その間の地域のようなものを明確にして、それに対してそれごとの対策をし

ていこうという趣旨のものだと思いますけれども、これは長野県の場合には鳥獣の管

理計画第５期のツキノワグマの保護管理の中で１つの取組として、県に広めていくと

いう趣旨で行われているものでございまして、令和６年度中に、全県先駆けてですけ

れども、当山形村と朝日村それから小谷村の３村を最初にモデル地区のような形で、

県のご指導をいただきながらこの計画を定めたという経過がございます。 

これ自体は今年のような緊急事態の前の話なものですから、大分そのつくられた背

景というのは、今毎日のように報道されているのは緊急状況下ではないものですから、

あくまでも理念的あるいは俯瞰的なものであると認識をしておりまして、山形村でも

本来は従来の生息地域と防除地域それから緩衝地域あと非生息地域みたいな４つに分

かれているのですけれども、山形村の地形あるいは朝日村も同じですけれども、こう

いうふうにすぐ後ろに山が迫っているところは、防除と緩衝というのは一体として、

全部で３つの地域に分かれて設定をされております。 

朝日村さんはホームページに載せているということですけれども、うちはこれ特に

載せておりませんが、特段載せない理由があるということではないのですけれども、

この管理計画はあくまでも申し上げましたように、人間の目線でつくっているもので

ありまして、そういったものを線引きすることで、その自治体がどういう対策を取る

かという、その一連の対策の中の１個の作業のようなものに捉えるとするのであれば、

今のところ私どもでその辺のところをしっかり精査した上で、山形村の場合には清水

高原もありますので、そういった特殊性も考えてどういう対応をしていけばいいかと

いうことをこれから練っていくという段階であるということでございます。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。ゾーニング管理ということで、私も

調べたところですと、今、課長が言われたとおり、主要生息地域ということで、これ

は森の奥です。これは熊の生態を見守りながら、むやみに人が入らないようにすると

いう。 

そして２つ目が緩衝地帯地域ということで、クッションのような役割を設ける。草、

やぶを刈り払って見通しをよくし、熊が隠れる場所をなくす。これは緩衝地帯の整備

にあたると思います。 
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排除地域については、人の域ということになっております。集落や農地ということ

で、生ごみの管理を徹底したり、電気柵を設けたりという、熊に対して、ここは人の

場所だということを分ける。この３つの地域に分かれているわけです。 

本当に今、課長が言われたとおり、この「主要生息地域」、山形村は別荘地もあり

ますので特殊でありますよね。これは通常のゾーニング計画にはない。イレギュラー

な部分かと思いますので、この辺も考えながら今後この計画に沿ってということを今

おっしゃったと思います。 

この計画を実行するにあたって、清水高原の別荘地はこの「主要生息地域」内なも

のですから、これを担当課としてどう考えているのかお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 山のことでありますので、当初からそういった地形・

地理のところに別荘地がある、あるいは清水寺があるという、それはうちの従来から

のスタイルでありますので、このゾーニングの観点から言いますと議員おっしゃられ

るとおり、まさしく主要生息地域の中に人が住んでいる、あるいは別荘地帯があると

いうのも現実は変わりませんので、これはこれで受け止めなければいけないと思いま

す。そこだけ例えば生息地域から抜くとか、そういったことはするべきではないと思

いますので、生息地域の中の出没に対する対応をどうするかとか、人のその行動、い

わゆる誘引物の排除ですというようなことを山の上でどう徹底していくかということ

が、これからは大事かなと思います。 

先ほども申し上げましたように、あくまでもこのゾーニングというのはこちらの目

線でのお話になりますので、熊にとっては、そんな境はない話であります。この辺の

ところを気をつけなければいけなくて、これをつくったから解決に向かうかというと

決してそうではなくて、さっきも言ったように作業の一工程であると考えなければい

けないと思いますので、生息地域の中の対策をどうするかという観点で進めてまいり

たいと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 承知しました。 

それでは朝日村さんはホームページに掲載しておりますので、ぜひ山形村もホーム

ページに載せていただいて、住民の方の目につくようにしていただきたいと思います。

特にこの緩衝地帯での整備というのが、これからできる一番の対策かなと私は思いま

す。 
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先ほど県の事業でこれは境ですから緩衝地帯での整備を行われているということで、

これは今何年目になりますか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 詳しくはあれですけれども、私１０年以上前にも林務

の担当やっていましたけれども、事業名がそれぞれ変わってはいるのですけれども、

緩衝帯整備に使えるお金のメニューということで毎年続けられておりますので、もう

十数年は行われております。ただ、そのときの予算の規模とか緩衝体をつくる延長の

地形にもよりますので面積的あるいは延長の差はありますけれども、平成２０年近辺

ごろから継続されていると思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） これは今後も続くということで、県から打切りということは

ないとは思うのですけれども、ということでよろしいですか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 特段そういった情報もございませんし、今はこういう

状況でありますので、先ほども申し上げましたように、最も取り組みやすい有効な手

段と解釈しておりますので、これに関しては今後も何かしらメニューは継続はもちろ

んあると思いますけれども、いろいろなつてを使って継続してまいりたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） この事業ですけれども、場所というのはどういう選定をして

いるのか。こちらからこの場所ですというようなことなのか、一番荒れているところ

なのか、その辺はどういう選定をしているのか、お願いします。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 先ほどから出ている緩衝地帯のこのベルト地帯が主に

なります。まさしく山際沿いなのですけれども、過去に出没の多いところ、それから

その年度の春先あたりから出没の多いところを大体２か所から３か所ぐらい予算の中

で選定しているという状況で、先ほど答弁にもありましたが、山際は民有林が多いも

のですから、所有者の方の当然了解を得なければいけませんし、そういったことでも

って行っております。 

ただ、緩衝体といっても、その緩衝体をつくれば、必ずそれでいいかというとそれ

もなかなかそう言えなくて、山際でも、その下草が茂っているところと、全く下草が

ないところもあるのです。見通しのいいところもあります。枝打ちがされていて相当
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尾根のほうまで見えるところもあるのですけれども、そういった感じに近づけるよう

な形で下草が茂っているところ、灌木があるところをある程度見通しをよくするとい

う作業をしているものですから、全然手つけない場所もあります。だけれども、繁茂

が激しいところを中心に今行っているというのが現状です。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 完全な熊対策になるかというと、参考にならない事例もある

とは思いますけれども、それでも見通しがいいというのは、発見するには好条件だと

思います。 

例えば、雑草といいますか生い茂ったものを処理しました、２年、３年前処理した

ものは現在はどうなっているかというと、大分また生い茂ったりしているようなこと

もあるのではないかなと思いますけれども、その辺の印象といいますか、お聞きした

いと思います。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） おっしゃるとおりです。下草刈りをやっても、多分２

～３年ぐらいたてば、日当たりがよくなる分、また茂ってきてしまうという繰り返し

になりますので、こういったことを始めるというのはこれまでの１つの取っかかりだ

ったかもしれませんが、これを維持していくということがこれからの大きな課題にな

るのだろうと。その維持をするためには、行政といいますか、公のお金だけでは無理

な部分がありますので、地域住民の皆さんの協力を得たりだとか、地権者の方のご理

解をいただきながら、どういった形で衛生的な、あるいは安全な緩衝地帯を維持して

いくかということは大きな問題・課題になると思います。 

いずれにしてもマンパワーが必要なことなものですから、お金だけということでは

なくて、この地域全体で少し考えるべきことかなと感じております。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 行政であったり、例えばシルバー人材センターに頼んでも、

今なかなか進まない。予算も必要です。 

課長、ちょっと思い出してもらいたいのですけれども、住民課長の頃に「ずくを出

してごみを減らそう」という、ずく、ずく、ずくとやってきましたよね。あれで結構

皆さん、ごみに対する考えもある程度、住民の間にも広まったと思います。 

課長、ここら辺は、また再度生い茂ってしまった部分に関しては、そういったイベ

ントも交えて、ボランティアを募ってやるのも１つの手かなと思います。「ずくを出
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して緩衝帯を整備しませんか」というようなことも考えてみてはどうですか。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） ありがとうございます。先ほど申し上げましたが、人

が動かなければ進んでいかないことでありますので、そこを誰が分担するか、担うか

ということも含めてですけれども、行政だけでできない部分に関しては、やはり皆さ

んのご協力をいただかなければいけない。 

そのためには、考え方ですとか、仕組みもつくらなければいけないと思いますので、

手間のかかること、かなりエネルギーの要ることはともかくとしても、今おっしゃら

れたような、今やらなければというか、スポット的にやるような、みんなの力を短期

集中してできるようなことというのは、考える価値は非常にあるかなと思います。 

ずく、ずくと言いましたけれども、ずくだけではないもっと危機管理の中で、緊急

性・必要性もあると思いますので、そこはまだちょっと、すぐにやらなければいけな

いことなのですけれども、すぐにできることでもないので、機を照らしていいタイミ

ングでこれが進んでいけるような検討はしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 地域力といいますか、そういったものも活用しながら、やっ

ていったほうが。やらないとできないと思います。その辺は本当に地域であったり住

民の方の協力なしではいけないことでもありますので、それでも緩衝地帯をきれいに

整備すれば、熊に対しての学習もできますし、そればかりでなく、村の環境美化とい

うのも同時に学習できるような、貴重な体験であると思います。 

これは１つの事例として紹介だけさせてください。長野県の飯綱町の集落創生事業

というものがあります。これは区の活性のために、町が用意したメニューではあるの

ですけれども、ちょっと紹介だけさせてください。これについての特に答弁というの

は、質問からずれる部分でもありますので。 

地域創生事業で、これはまず１団体、これは区です。例えば上大池とか、そういっ

た区であります。１団体あたり上限 300 万円。そして５年間を目安に支給をしますと。

ただしこれは区長さんから申請があったものに対して審査をするということになって

おります。メニュー内容もいろいろあります。 

とある区長さんはそのメニューを使いまして、ビーバーを数台購入しました。その

地区もどうも活気がなくなってきたと。雑草も生い茂っていて、見ていてつらいもの

があるということで、ビーバーを数台購入し、それでボランティアを募ったそうです。
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区の中で若い人を中心にまずボランティアを募った。そこにはその事業のお金を充て

て、破格の時給を出したそうです。そうしたところを結構な人数が集まったと。作業

が終わった後に、例えばバーベキューなんかをやっていて、それを見た、また住民の

方が「楽しそうなことやっているな」ということで、徐々に増えてきて、その地区の

美化に貢献したということであります。こういったような方法もあります。 

各山際の区の区長さんにお願いして、ボランティアを募って緩衝帯の整備というこ

ともできるはずでありますので、いろいろな可能性を見つけながら、これはせっかく

県の事業でやったきれいな場所ですので、しっかり維持をしていっていただきたいな

と思います。こういった事例もありますので、ちょっとまた研究してください。 

そのほか、例えば、別の質問になりますけれども、職員が熊出没でパトロールした

りします。水道課とかですと山際の水道施設等々を見にいったり、いろいろ出てくる

機会もあるのですけれども、熊よけのスプレーというのは持参していっているのです

か。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） 今のところ、それぞれの職員が現場に行くときにはス

プレーの持参はありません。在庫といいますか、抱えているものは５本だったかな、

あるのですけれども、各課に配布してというところまで、まだ本数はそろっていませ

ん。 

今回のここに至った事態を経て今緊急的に発注をしているところなのですけれども、

こういう状況でありますので、特に出没が多いほうに需要が引っ張られて、すぐに準

備ができないという状況のようですけれども、村長の指示でもって大至急そういうと

ころを手配するようにという指示を受けましたので、発注をしているところですが、

ちょっとまだ時間がかかる状況です。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 職員用もそうですけれども、各施設、保育園もそうですし、

小学校もそうです。それから各区の消防団もそうです。それも配備した方がいいので

はないかなと思いますけれども、その辺どうですか。 

例えば、保健福祉課はどうだ、いちいの里はどうだというと、それでも利用者さん

であったり、利用者さんというのかな、相談者の方の訪問もあると思うのです。山際

に訪問するようなこともあると思います。そういったときにも持参したほうがいいの

かなと思いますけれども、その辺はどうですか。 
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○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） まずお金のことは言ってはいけませんけれども、非常

に高額であるということ。本当に普通の殺虫剤というかハチやアブジェットみたいな

ものの１０倍とか、桁がちょっと違うような感じの金額がするということもあります

が、そういう意味ではまとまった本数を用意するということになれば、当初予算規模

で事業化して整備するということになろうかと思います。 

今の段階で緊急的にというと、本当に今発注できるのは寄せ集めても数本くらいと

業者から聞いておりますので、まずはそこに全力を尽くすということだと思います。 

例えば、現場を持つ職員ですとか、あるいは役職を持たれる方、訪問業務や何かが

ある方にまで行き届くような準備というのは現実的に無理かなと思っておりますけれ

ども、そういう人たちが自由に使える仕組みにするということは数本、一定数確保し

た中で、出かけるときにはここから持っていてねみたいなことは可能かと思いますの

で、今、冬に入りますけれども、これは来年度以降の大きな課題かなと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 次年度、ぜひ予算化して、ある程度は購入したほうがいいの

かなと思います。もちろん予算、予算といいますけれども、引っかかれたら、けがは

お金では治りませんので、本当に熊よけスプレーはお金かかるとはいえ、確かに１万

円前後しますね。とはいえ、用意すべきものは用意したほうがいいのかなと思います。 

これは熊の発生です。今まで数年周期みたいなのがあったのです。でも、どうもこ

れは次年度以降もあるのではないかという専門家の話もありましたし、となるとこれ

は熊元年なのかなというような感じもしますので、ぜひそこら辺は安全対策というこ

とで用意をしていただきたいと思います。 

次に、小学校・保育園等々の対応でありますけれども、先ほど「山形村クマ等出没

対応マニュアル」という答弁をいただきました。この対応マニュアルはどういったも

のなのか、ホームページ等にもなかったものですから。これはあくまで学校内であっ

たり、園内であったりのみのマニュアルなのか、どういった対応マニュアルか分かり

ませんので、お答えいただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 古畑教育次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） このマニュアルでございますが、これは役場でつくって

いるものでございまして、主に職員の中で共有しているものでございまして、作成し

たのは産業振興課になりますが、こちらを役場に備えてございまして、それに伴いま
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して各所へ連絡として回していくというものでございます。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 保護者にはこういったものがありますという通知はしていな

いということでいいですか。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） そういうことになります。 

タイムリーですけれども、ゆうべの話をしますと、このマニュアルに基づきまして、

ゆうべの場合ですと、まず村のＬＩＮＥで情報が入りました。電話がかかってくるか

なと思っていたところ、産業振興課長から電話が来ました。私はその電話を受けて即

座に、時間外ではあったのですけれども、小学校・中学校の教頭先生に連絡を取って、

小中学校の対応は教頭先生におまかせするという形で、私はその後、教育長とも連絡

を取り、ということで、次の情報が入るかということで、一晩中スマホを持っていた

という、そのような対応になります。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ぜひこの辺はこういった対応をしていますということで、保

護者の方にも連絡してあげたほうが、ほんの少しではありますけれども、安心感につ

ながると思います。 

東北では、これは災害だと、熊の出没は災害だと言っているような県もあります。

例えば山形村で、本当に地域が限定されますけれども、ちょっと危険な状況だという

ようなときは、これは災害時と同じように引き渡しというような、下校ですね。これ

は下校に限定してしまうかもしれませんけれども、そういったような対応になってい

るのかどうかお聞きします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 熊の対応につきましても議員ご指摘のとおり従前の災害対応

と同じように対応しておりますが、一番は現段階の状況がどういう状況であるのかと

いうところにおいて判断するということが基準になりますので、初報から継続して村

当局とも連絡を取りながら、必要に応じて保護者のお迎えを要請する。山形小学校は

集団下校という体制を取っておりませんので、非常変災時には保護者のお迎えをお願

いするという形になっております。 

また、翌日の登校に関しても状況が心配であるという状況が継続している場合にお

いては、保護者が送ってきていただくことをお願いするという体制にしております。 
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○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。 

熊の出没等の連絡が入った場合、これは村でもパトロールされますけれども、通学

路等も重点地域としてしっかりルートに入っているのか、お聞きします。 

○議長（大月民夫君） 中川課長。 

○産業振興課長（中川俊彦君） これは火災とか自然災害と、自然災害といえば自然災

害なのですけれども、たちの悪いところは予測が不可能ということで、常時事態が

刻々と秒分で変わるものですから、非常に広範囲を守備しなければいけないというこ

とがあります。 

そのときに、例えば役場に第一報が入ったときに、先ほどからお話があるように、

どこにまず連絡をつけるかということと、それから警察・消防等の関係機関に出すこ

とと並行して、そこにいる職員が手分けで外に出ていくということになります。 

まず、出没という情報であれば、そのかいわいのところを中心に、まずは広報等で

「外に出ないでください」ということを強制的に言いに行くということと併せて、そ

の周辺をまずパトロールするということになろうかと思います。 

平成２６年でしたか、御嶽山が噴火したときに同じように大量出没した年があった

のですけれども、ああいうときも限られた人数の中で、予想ができないところを大き

くパトロールするということが非常に難しかったわけですけれども、そういう場合に

は出没したときの緊急対応のパトロールも人数が限られる中でのことになりますし、

あるいは、その前後といいますか後の数日間の朝夕のパトロールというところを徹底

したというようなこともありますけれども、その出没の状況によって形は少々変わり

ますけれども、通学路も含めた少し広範囲のパトロールということになります。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。 

冒頭お話ししましたけれども、昨夜も消防団の方が鐘を鳴らしながら、警備という

か、していただいたのですけれども、この消防の出動に関しては、熊出没でのルール

というか決め事というのはあるのですか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） ゆうべに関しても、その以前もそうなのですが、警鐘を鳴

らして巡回するのは消防団ではなく役場職員になります。特段、消防団として熊対策

で出動といったものは今まではないと思っております。 
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○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） 私の勘違いです。しっかり外を見なければいけなかったと思

いますけれども、音しか聞こえなかったもので。 

消防団に依頼するというのも１つの手かなと思いますけれども、パトロールではな

いですけれども、ちょっと鳴らして回ってもらうのも、と思いますけれども、その辺

はどうでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 消防団ももちろん本当に大災害といいますか対応しなけれ

ばいけない部分があれば、また協力体制を組んでいただかなければいけないと思いま

すが、まずは団長さん方に相談をかけてということになると思います。 

役場職員の中で今やれている範囲のところでやらせていただいていますので、基本

的にはその路線をこのまま進めていくという形になるかと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。 

いくつか熊の対応等々をお話させていただきました。 

一番はどこかなと、必要以上に恐れることはないのですけれども、備えはしっかり

したほうがいいと。ここはしっかりしないといけないということで、私、先ほど言い

ましたけれども、緩衝地帯をどう整備していくか。その整備したことによって例えば

雑草が生い茂っているような休耕農地も目立ちますから、ここも整備しなければいけ

ないねということになっていくと思いますので、その辺はしっかりと緩衝帯について

はやっていっていただきたいと思いますし、ボランティアを募ってイベント、最初の

取っかかりはイベントでいいと思うのです。イベントでいいと思いますけれども、ほ

かには区にお願いしたりとか、緩衝帯をしっかり整備していくことによって、多少の

安心感というのは生まれると思います。 

村長、何かお考えありましたらお聞きしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 熊対策全般の私としての考えといたしましては、熊の出没に関

するご懸念は住民の皆様の安全に関わる重要な問題であり、当村といたしましても、

深く受け止めております。特に情報のいち早い伝達は、住民の皆様の安全確保の観点

から、最優先課題と認識しております。 

つきましては、改めて山際にお住まいの皆様、また、村内の皆様におかれましても、
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熊の餌となる生ごみや果樹の放置、未収穫の柿など、適切な管理にご協力をお願いし

たいと思っております。熊が人里に近づかない環境を地域全体で整備していくことが

なるようにも重要であると考えております。 

さて、先日発生しました大型商業施設での熊の出没事案における対応につきまして

は、課題が顕在化しております。出動いただいた猟友会の皆様が、状況によっては適

切な対処ができない装備であったこと、要は発砲ができない状況であることに対して

ご出動いただいているという危険性もあります。また、身の安全を確保するための十

分な装備を持たない職員が危険にさらされている状況であったこと、そこにも深い反

省と危機意識を持っております。 

この経験を踏まえ、特に緊急時の緊急銃猟の許可制度につきましても、単なる手続

の運用上のことにとどまることなく、現場での実効性が伴うよう、関係機関と連携し、

具体的な改善策を検討していきたいと思っております。 

住民の皆様の安全確保を最優先しながら、現場で対応に当たる方々の安全も同時に

確保できるように、より実効性の高い体制を構築できるよう、関係機関と話合いを持

っていきたいと思っておりますので、ご承知おきいただきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 春日議員。 

○１２番（春日 仁君） ありがとうございます。 

本当に、まずは住民の安全であったり、職員の安全で、猟友会の皆さんの安全とい

ったものも、しっかり最優先していただいて、熊の出没をどう防止していくのか、ま

た押さえていくのか。完全に防止することはできないと思います。でも、できること

はまずやる。それをぜひ徹底して行っていただければなと思います。 

今後も熊出没についてはしっかり情報を住民の方に提供していただきたいと思いま

す。 

私からは以上であります。 

○議長（大月民夫君） 以上で、春日仁議員の質問は終了いたしました。 

  ここで休憩いたします。約１０分、１０時再開といたします。 

（午前 ９時５２分） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○議長（大月民夫君） 休憩を閉じ、会議を再開します。 

（午前 ９時５８分） 



 －１４６－ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

         ◇ 村 林 淳 一 郎 君 

○議長（大月民夫君） 質問順位９番、村林淳一郎議員の質問を行います。 

村林淳一郎議員、質問事項１「子育て支援、主に小学校について」を質問してくだ

さい。 

村林淳一郎議員。 

         （８番 村林淳一郎君 登壇） 

○８番（村林淳一郎君） 議席番号８番、村林淳一郎です。 

１番目の質問です。村長、教育長にお伺いします。「子育て支援、主に小学校につ

いて」。 

１つ目、近年、不登校児童が増加しており、全国で３４万人を超え、１１年連続増

加しています。これは３４万何千人かなのですが、高校も含めて４１万になります。 

児童生徒が楽しく有意義に学び、成長し、社会に出ていけるようにするには、私た

ちはどのようにしたらいいのでしょうか。その辺りを考えることが必要だと思います。 

１番目、山形小学校の不登校児童はどれぐらいでしょうか。またここ近年の増減も

併せて教えてください。 

２番目、児童の不登校は、どのような理由が考えられますか。ここ近年の特徴など

がありましたら、お示しください。 

３つ目、山形小学校の現在行っている不登校対策を教えてください。また、今後は

どのような対策を取るか、お示しください。 

４番目、近隣自治体でも少人数学級への追加予算措置を始めているところもありま

す。山形村では少人数学級への移行は考えておりますか。 

２つ目の項目で、保育園、小学校、中学校の連携は子どもたちにとって切れ目なく

支援が入る意味でも大変重要と考えます。 

自治体によっては、教育委員会の担当者が、一人ひとりの子どもを保育園、小学校、

中学校さらには高校へと状況を把握できるようにしているところもあります。 

１つ目、山形村ではどのように子どもたちを把握する体制を取っていますか。 

２つ目、今後はどのような体制にしていく予定でしょうか。 

３つ目の項目です。今年度、教育委員会から子育て支援課を村長部局に移管しまし

た。こども家庭センターも設置しました。 



 －１４７－ 

別の自治体では、逆に教育委員会に子育て支援課（それに相当する課）を置いてい

るところも多々あります。こども家庭センターも自体も教育委員会管轄のところもあ

ります。 

１つ目、子育て支援課を教育委員会から分離した成果はどのようなものがありまし

たか。また今後は教育委員会と子育て支援課の関係、連携をどのようにしていくお考

えでしょうか。 

２つ目、こども家庭センターを設置したことの成果を教えてください。 

３つ目、先ほどの２番目にも関連しますが、保育園、小学校、中学校の連携をどの

ように進めていますか。また今後どのように進める予定ですか。 

４つ目、山形村では庁舎が分散しており、村民の皆さんや職員の皆さんも苦慮して

いるところではないかと思います。特に子育てや教育関連、福祉の分野が大きく庁舎

が分散しております。 

窓口のワンストップ化やＤＸ推進も含めて、どのような対策を取っておりますか。

また今後どのような対策を取るお考えでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、教育長、答弁願います。 

大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） 村林議員ご質問の事項１「子育て支援、主に小学校について」

の質問にお答えいたします。 

村林淳一郎議員の質問事項であります。１「子育て支援、主に小学校について」、

質問の相手方が村長と教育長となっておりますが、あらかじめ村長と調整をいたしま

したので、私からお答えいたします。 

１番目①のご質問の「山形小学校の不登校児童数はどれくらいでしょうか。また、

ここ数年の増減も併せて教えてください」についてですが、昨日の大池議員のご質問

でもお答えしたとおりでありますが、本年の１０月現在で、不登校と捉える児童は１２

名。在籍比は２.８２％です。令和６年度は１４名、５年度も１４名であり、在籍比

は約３％となりますので、横ばいとなっている状況と言えます。 

１番目②のご質問の「児童の不登校はどのような理由などが考えられますか。ここ

近年の特徴などがありましたらお示しください」についてですが、最も多い理由は

「不安」です。対象は学習、友達関係、集団など様々なのですが、学校側でも捉え切

れておらず、児童本人にもはっきり理由として挙げることができない、漠然とした不



 －１４８－ 

安としかいいようのない状況が近年の特徴といえます。 

１番目③のご質問の「山形小学校の現在行っている不登校対策を教えてください。

また、今後はどのような対策を取るお考えをお持ちですか」についてですが、予防も

含めて月例の校内適応指導委員会を、生活指導主任を中心に関係する職員を集めて開

催し、児童の現状の共有から外部機関への連携方針まで包括的に協議、具体的な対応

を決め出し、役割分担して実行しています。 

山形小学校の不登校・不適応と考えられる児童はほぼ全部欠席、全欠ではなく、在

校時間の幅は大きくあるものの、何らかの登校ができていることが１つの特徴と言え

ます。 

学校以外の居場所の選択が限られるという社会的・地理的な状況があるとはいえ、

小学校と全く接触がない児童がほぼおらず、小学校が１つの居場所として選択されて

いることを鑑みると、今後も学校での対応を第一に、細やかに児童の支援を続けるこ

とが重要であると考えております。 

１番目④のご質問の「近隣自治体でも少人数学級への追加予算措置を始めていると

ころもあります。山形村では少人数学級への移行は考えておりますか」についてです

が、平成２９年２月１日、教育委員会告示第１号「山形村立小学校の学級編成取扱に

関する要綱」において「第１学年及び第２学年の１学級の児童数が３０人以上である

ときは、児童の実態を考慮し、１学級の児童数３０人未満で学級編成をすることがで

きるものとする」としております。その場合、村費学校講師を担任として充てるよう

運用しております。しかしながら、昨今の著しい教員不足の状況により、制度は整え

ても人がいないという状況です。 

今後、国や県の動向を注視しつつ、少人数学級編成の拡大等を検討してまいります

が、処遇を大幅に改善するなど、村費講師担任として来てもらえるよう方策を講じる

必要があると考えております。 

２番目の①のご質問の「山形村ではどのように子どもたちを把握する体制を取って

いますか」についてですが、切れ目のない支援は、母子手帳の交付及び出生の時点か

らスタートします。そして、乳幼児健診が一人ひとりの子どもの把握と支援が必要な

母子へのサポートの起点でもあります。子ども一人ひとりの３歳までの乳幼児健診デ

ータは全て保存されており、その後の成長過程における支援の最も重要な資料です。 

保育園児、小中学校の児童生徒で支援が必要になった場合は、山形村では、こども

家庭センターにおいて支援の状況等を記録、確認できる体制を整えています。 
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２番目②のご質問の「今後はどのような体制にしていく予定か」についてですが、

「こども家庭センター」を主軸とした体制で、子どもの成長段階に合わせて、保育園、

小学校、中学校と、それぞれの担当部局が連携を密にして情報を共有し、１８歳まで

の切れ目のない支援がバトンリレーのように、こども家庭センターを中心とした体制

にしていきたいと思います。 

３番目①のご質問の「子育て支援課を教育委員会から分離した成果と今後の連携」

についてですが、分離した理由の１つとして、「こども家庭センター」の設置があり

ます。「こども家庭センター」を首長部局に置くか、教育委員会に置くかは自治体の

判断に任されており、県内全町村の状況はほぼ半分ずつに分かれています。 

「こども家庭センター」を所管する子育て支援課を教育委員会から首長部局に移し

た成果ですが、半年が経過し明確な成果はまだ見えてはおりませんが、子育て支援部

門と福祉部門とが首長部局で同じ施設内に設置され横断できることで、保護者は、健

診、相談、申請、支援がワンストップになったことは成果の１つと言えます。 

教育委員会との連携につきましては、定例教育委員会に学校長、保育園長、子育て

支援課長、教育次長が同席し、各所の状況確認と情報共有を毎月行い、教育支援委員

会等の会議への相互出席を継続、担当者レベルでの支援状況についての連絡、共有を

密接に行っております。 

今後も成果の検証を継続し、子育て世代の皆様にとって、よりよい成果が生まれる

よう努めてまいります。 

３番目②のご質問の「こども家庭センターを設置したことの成果」についてですが、

子育て支援につきましては、これまでも主に保健福祉課・教育委員会・子育て支援課

が連携・協力して様々な支援を行ってきました。 

こども家庭センターでは、母子手帳の交付や妊婦相談、新生児訪問や乳幼児健診、

乳幼児の予防接種や年齢に応じた育児相談、障がい児サービスの相談・申請など、妊

娠期から高校生までの子どもや子育て家庭に切れ目ない支援を行っています。 

設置の成果の１つには、保健師・社会福祉士が配置され、母子保健と児童福祉が一

体となったことで、より様々な相談が寄せられるようになり、子どもや家庭の課題に

さらに早期の介入と迅速な対応ができるようになったことが挙げられます。 

３番目③のご質問の「保育園、小学校、中学校との連携をどう進めるか」について

ですが、保育園と小学校は保小連携の取組、小学校と中学校は小中連絡会の取組を実

施しており、保育士、教職員が相互の授業参観を行い、園児、児童生徒の様子を共有
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したり、懇談会、研修会を通じて共通認識を醸成したりしながら、連携を深める取組

をしています。 

今後も取組を続けながら、連携の強化に努めてまいります。 

３番の④のご質問の「庁舎の分散していること、窓口のワンストップ化など」につ

いてですが、ご指摘のとおり、役場庁舎、子育て・福祉、教育の部門が別施設に配置

され、複数の相談や手続を同時に行う子育て世帯や高齢者の方々に「どこへ行けばよ

いか分かりにくい」というご負担をおかけし、職員にとっても庁舎間の連絡調整に時

間を要しています。 

現在、職員による「窓口改革プロジェクトチーム」を立ち上げ、窓口業務の見直し

作業を行い、運用改善の方策を検討しているところです。 

具体的には、総合窓口の設置や保健福祉、子育て、教育それぞれの部署へつなぐ

「ワンストップ相談」の仕組み、オンライン申請の導入など、村民の皆さんにとって

も、職員にとっても負担の減少を目指しております。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 丁寧な答弁どうもありがとうございました。 

さて、この不登校なのですけれども、実は不登校は２０１３年頃より急増していま

す。タイミング的には学習指導要領の改訂だとか、全国学力テストの復活などと重な

る時期なのですが、一方で、先生方が倒れるということも多くなってきて、多忙でい

っぱいいっぱいではないかなと。 

それとは別に、山形小学校ではなないとは思うのですが、児童への規律だとか管理

強化という面も全国的にはあったりします。 

ちなみに全国調査では、不登校の原因の理由の上位３位が「先生との関係」「勉強

は分かるけれども、授業が合わない」「学校のシステムの問題」と、上位３つが学校

関係なのです。少なくない数の子どもが学校嫌いという状況になっていて、全国の調

査になりますけれども、子どもの約３７％、保護者の７０％が「学校が変わってほし

い」と要望しています。不登校に限ったことではないのですけれども、学校として嫌

われがちな面もあるのかなと。しょうがない面はあるのですけれども、そういう一面

もあろうかと思います。 

山形小学校では、不登校といえども学校と接触のない生徒はほとんどいないという

ことなのですが、それなりの日数を欠席しているとか、学校への滞在時間が少ないと
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いうことは、子ども自身苦しいのかなと、そう思います。 

不登校というのは、家から出られない、その他もあるとは思いますが要は学校に行

けないわけです。山形の場合は、学校に来ないわけではないがということですけれど

も、学校以外の居場所というのはあってもいいのではないのかなと。児童館その他あ

りますけれども、いっぱいいっぱいという状況の中で、学校以外の居場所というのを

つくることは可能なのでしょうか。あるいは今後つくっていく複合施設の中にそのよ

うなスペース的なものの確保はできるのでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 学校以外の居場所という件についてですけれども、いわゆる

不登校という状況は学校とその児童生徒との関係の問題であるということなのですが、

必ずしもその学校にいなければならないということではないという、そのような捉え

が最近は主流になっております。 

私自身は不登校の対応について一番大事なことは、児童生徒自身が自分はどのよう

にするかということが自己決定できる、そういう力を育てるということではないかな

と思っておりまして、必ずしも学校に戻るということが目的ではないと考えておりま

す。その点では自分で居場所を決めることができるということは１つの目標になろう

かと思っております。 

その居場所についてですが、例えば現在第三の居場所として「トロッコにこにこフ

レンズ」をトレセン内に開設しておりますが、当初、統括マネージャーを置くという

関係で、主に下校してくる児童が来るまでの時間は統括マネージャーが対応できる時

間があると、そこで小学校または中学校の不登校の子どもたちをそこで受け入れる体

制がつくれるのではないかという計画をして、設置しております。 

残念ながらそのような体制を目指してはいるのですが、一番は、そこへのニーズを

どうつなげるかというアウトリーチの問題になるのですけれども、そこを居場所とし

て来てもらうためにはどうしたらいいのかというところがまだ十分ではないという状

況で利用がありません。 

今後そのような利用ができるように、いわゆる不登校での支援会議でありますとか

あるいはケース会議の中でもそのような対応について紹介をして、また理解を図って

選択肢の中に入って行けばよいなと今考えているところであります。 

また、県が行っておりますようなフリースクール認証制度としての居場所づくりに

ついてですが、答弁の中でも申しましたが山形村の中にそのような施設を設けるとい
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うことは非常に地理的な状況もあって、困難ではないかなと考えております。 

松本市にはフリースクール認証制度の対象になっているフリースクール等がありま

す。山形村としては、そのような認証制度を設けて認証するという方向ではありませ

んが、例えばそのような認証制度を利用する場合に、交通費を支弁するであるとか、

そのような対応については今後検討する課題であろうと認識しております。 

いずれにしても子どもたちが学校以外での居場所をどう自分で選択できるかという

ことをいかに支援していくかという方向で、これから施策としても検討して実施して

いくことが重要であろうと考えております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） ぜひとも子どもたちの逃げ場というか、不安にならなくても

いい場所というのを確保というか、やってもらいたいと思います。 

さて、少人数学級の件なのですけれども、不登校の原因の１つに、クラス人数が多

いというのも考えられるのではないかと思うわけで。昔に比べれば随分クラス人数は

減っています。でも、大勢の集団が嫌、苦手という子どももそれなりに存在するわけ

で、少人数学級というのは、そういった意味でも必要なのかなと考えます。 

小学校の１、２年生では３０人を超えないような対策というのは取っているといっ

ても人員の確保が難しいと。職員の多忙を緩和する意味でも、ぜひともその辺は強力

に進めていただいて、少人数学級ができる範囲で進めてもらえればなと思うのですが、

理想的には３０人なのですけれども、２５人ぐらいでもいいのかなみたいに思ったり

はしますが、これは３年生以上だとかにも広げることというのは可能なのでしょうか。

お願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 少人数学級、２５人規模でありますとか、そのような言い方

をしますけれども、例えば山梨県では既に２５人規模を県として導入しております。

全国的にも長野県においても少人数化というのが進んでいく方向にあると考えており

ますので、国であるとか、あるいは県であるとかの動向にも合わせながらではありま

すが、もしそちらで拡大していくという方向が出るようでありましたら、さらに山形

村としては、その上の学年、３、４年生くらいまでには何とか拡大できればなという、

そのような方向で動きたいと考えております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 少人数学級に向けて多少なりとも前進するような方向でやっ
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てもらえばいいと思いますので、ぜひ進めていただきたいと思います。 

さて、２番目の項目の保育園、小学校、中学校の連携なのですが、こども家庭セン

ターを中心に連携を取っているということで、ぜひそういった面も進めてほしいと思

います。 

ところで、近隣の自治体の例なのですが、教育委員会の担当職員が保育園、小学校

から中高まで専任で子どもたちの状況を把握しているのです。実際に保育園なり小学

校なりに見に行ったりして、また情報が上がってきた子どもを重点的に見て、場合に

よっては支援会議で報告、助言したりということもやっております。 

人数的な制限もあろうかと思いますが、山形村ではそのような体制というのは可能

なのでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

○教育長（大池昌弘君） 現在、小学校の学校講師兼務ではありますが、教育相談員を

１名、教育委員会事務局に配置しております。 

主な役割としては、巡回相談として保育園、それから小学校を互いに巡回して、そ

れぞれ支援が必要な子どもたちについて相互理解を深めて、それぞれの役割を実行す

るという、そういう巡回相談を年に数回実施しております。 

そこで、小学校の講師ではありますけれども、教育委員会の教育相談員という立場

でありまして、保小連携というところについては継続的に窓口を持って、それで支援

をしているという状況にあります。 

ただ、小中ということになりますと、中学校に入っていくということはなかなか困

難でありますので、そこについては小中でそれぞれ小中連絡会もありますし、それか

ら特別支援学級のコーディネーターの連絡会等もありますので、そちらでそれぞれの

担当者が引き継ぐ形で連絡を密にしながら、継続した支援を行っていくという体制で

おります。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） どうもありがとうございます。 

特に困難を持った子どもたちというのは継続的に見ていく必要が非常に強いと思う

のです。そういった意味で、連絡会その他で情報共有は大切でいいのですけれども、

もう一歩進んで直接的に様子を見るというのも必要かなと思いますので、学校の設置

主体だとかの関係もありますので、やりにくい面はあろうかと思いますが、より進め
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ていただければなと思います。 

保育園、小学校、中学校の連携なのですが、先日、福祉文教委員会で、岐阜県の山

県市に視察に行きました。そこでは「山県学園構想」ということで、市全体で１つの

学園というようなのを目指してやっております。 

その中で、小中の相互訪問だとか合同事業などをやっているということなのですが、

それが山形村で即当てはまるかというわけではないのですけれども、そういったのも

含めて保育園、小学校、中学校の連携というのは、今後ぜひ強化していっていただき

たいなと思います。 

４つ目が庁舎分散の件ですけれども、これは村民の皆さんだけでなく職員も非常に

大変なのだろうなと思って見ていますけれども、ぜひとも、村長もＤＸ推進という方

針ですので、より合理的に職員も村民もやりやすいやり方というのを推進してもらえ

ればなと思います。その辺はぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 今の件は、答弁は。 

○８番（村林淳一郎君） 大丈夫です。 

○議長（大月民夫君） 質問事項１についてはよろしいですか。 

○８番（村林淳一郎君） はい。 

○議長（大月民夫君） それでは村林淳一郎議員、次に質問事項２「スカイランドきよ

みず（後継施設）、複合施設等の今後の計画、利用計画などについて」、質問してく

ださい。 

村林淳一郎議員。 

○８番（村林淳一郎君） 質問事項２で、スカイランドきよみずとその後継施設、それ

から複合施設等の今後の計画、利用計画などについて、村長と教育長に質問いたしま

す。 

スカイランドきよみずの廃止の方針が決まり、複合施設の建設に向けて大きく動き

出しています。これは近年になく大きな動きであり、大きな予算がかかる仕事になり

ます。限られた予算の中で施設をつくり、維持管理、運用していくには計画的運用と

計画的運用と管理維持する計画、将来的な見通しや展望が大切だと考えます。 

１つ目、スカイランドきよみずの廃止、後継施設建設にあたり、それに伴う費用を

分かる範囲で構いませんのでお示しください。また、清水高原の今後の利用方法、将

来像など構想があればお示しください。 

２つ目、複合施設に関連した附帯工事、その他の関連費用を分かる範囲でお示しく
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ださい。 

３つ目、複合施設の今後の維持管理計画とその維持管理費用をお示しください。こ

れは将来の話ですので、分かる範囲で構いません。 

複合施設の将来的な利用の計画、見通しなどありましたらお示しください。 

よろしくお願いします。 

○議長（大月民夫君） ただいまの質問に、村長答弁願います。 

百瀬村長。 

          （村長 百瀬繁寿君 登壇） 

○村長（百瀬繁寿君） 村林議員のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項２「スカイランドきよみず（後継施設）、複合施設等の今後の計画、利用

計画などについて」のご質問にお答えさせていただきます。 

質問事項であります「スカイランドきよみず、複合施設等の今後の計画、利用計画

など」について、質問の相手方が、村長と教育長になっておりますが、あらかじめ教

育長と調整をして、２番目から４番目のご質問については、教育長から後ほどお答え

させていただきます。 

１番目のご質問の「スカイランドきよみずの廃止、後継施設建設に伴う費用は。ま

た、清水高原の利用方法、将来像など構想は」についてでございますが、スカイラン

ドきよみずについては、８月１８日の定例全協で解体費用等についてお示しをいたし

ました。 

高原にある村所有の建物等の解体費用で２億 2,990 万円を見込んでおります。後継

施設については今後検討となるため、建設に関わる費用は未定でございます。 

清水高原の利用方法、将来像については、以前、自然環境や清水寺が象徴する文化

を融合させた観光資源として活用したい旨の説明をさせていただきました。今もその

考えに変化はございません。 

以上でございます。 

○議長（大月民夫君） 大池教育長。 

          （教育長 大池昌弘君 登壇） 

○教育長（大池昌弘君） ２番目のご質問の「複合施設建設に関連した附帯工事関連費

用」についてですが、複合施設の事業計画は８年以上に及ぶ時間と人を費やして基本

構想をまとめてまいりました。 

計画している複合施設は、役場庁舎をはじめとした周辺公共施設をプロムナードで
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つなぐ「結の空間」を構想しており、複合施設の周りには村民の憩いの場所となる広

場や、西側には河川に橋を架けるなど一帯を整備する計画となっております。その中

心となる複合施設本体の基本設計を今年度実施いたしました。 

附帯工事については基本構想に基づいて今後の計画を進めることとなりますので、

関連費用もそれに伴って、今後検討してまいります。 

３番目のご質問の「複合施設の維持管理計画と維持管理費用」についてですが、今

後、実施設計業務と建設工事を進めながら、既存施設の公共施設管理計画と維持管理

費用を参考にして、適切な管理で末永く村民に利用していただける施設となりますよ

う努めてまいります。 

４番目のご質問の「複合施設の将来的な利用計画、見通し」についてですが、基本

構想の理念であります。「結」の実現、体現ができるよう、今後、施設の愛称を募集

するなど、利用計画を立ててまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） スカイランドきよみずと複合施設、別の施設の件を併せて質

問した趣旨ですが、スカイランドきよみずにしても、複合施設にしても、施設をつく

って、利用して、運用していく。これはいいのですが、利用の仕方にしても、特に維

持管理にしても、何か微妙な疑問があるわけです。 

といいますのは、済んだ話になってしまうのですが、スカイランドきよみずは３０

年経って老朽化して云々という話がありました。老朽化するのは、３０年前から分か

っていることでございます。当然大規模改修も必要でしょうし、小修繕も必要でしょ

うし、日々の維持管理というのも必要になってきます。その辺が計画どおり進まなか

ったと、進めなかったというのが、あの老朽化で云々という話につながっていくわけ

で、今後つくる複合施設を同じような感じでやっていたら非常に悲しい結果になるわ

けです。 

そういった意味で維持管理計画というのをきちんとつくっていただいて、日常的な

維持管理費用、スカイランドにしても、ここの庁舎にしても、年間いくらというのが

あろうかと思いますけれども、その辺も考えた上で運用していってほしいという意味

で、１つの項目にしたわけです。 

さて、スカイランドきよみずの今後なのですけれども、解体費用は２億 3,000 万円

ぐらいです。先日の補正予算で、その囲いですかね、それの補正予算を組みました。
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それ以外にも周辺の整備その他細かいものが必要だと思います。次の建物とその維持

管理、必要になってきます。 

現状では、その正確な金額というのは当然出ないとは思うのですけれども。おおよ

そこんな感じという、金額を出すことはできないかと思いますけれども、およそこの

ようなことを考えているというのは、ありますでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 藤澤総務課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） スカイランドきよみずを解体するときの経費のご説明を全

協でさせていただいたときに、併せて説明をさせていただいたと思いますけれども、

今回の解体費用については後継施設ありきの起債事業で起債を充てていただくという

ことで今考えています。後継施設がなければ丸抱えで２億数千万円のお金を村で負担

をして解体をしなければいけないということですから、後継施設は何かしらつくるこ

とになります。 

村長の先ほどの１回目の答弁で申し上げたとおり、観光施設としての利用ももちろ

ん考えていますし、平成２７年だったかと思いますけれども、雨氷害で孤立をしてし

まったという現地の状況もございますので、住まわれている皆さんもいらっしゃるの

で、そういった方々が身を寄せられるような、何かしら施設をといったところも考え

ていらっしゃると思います。 

様々これから考えなければいけないことは多いのですけれども、そういったことを

併せた防災でも使える。まして、観光資源としても使える。そういったものをより安

価でつくるといったことで、今計画を立てなければならないというところではあるの

ですけれども、いかんせんまだどういったものをどんな規模でといったことも決まっ

ておりませんので、大変申し訳ありませんが今、金額といったものはお出しがするこ

とはできませんし、ざっくりしてしまいますが、このようなものというのは今申し上

げたものになろうかなと考えております。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 解体に伴う関連工事、そういったものも、そうは言ってもあ

ろうかと思いますが、その辺の、金額は出ないでしょうけれども、予定というか計画

というのは、どのようなものでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 今回１２月補正で 560 万円ほど関連経費を上げさせていた

だいておりますのが大きなところだと思いますし、来年度以降は保険休養地の管理組
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合の皆さんからも要望があります仮である管理センターの設置だとか、そういったも

のもやっていかなければならないものだと思います。 

今回の補正予算には様々、また予算のところで説明させていただきますけれども、

全体では 560 万円ほどの補正予算を盛らせていただいていますので、そういったとこ

ろで浄化槽の関係ですとかそういったもの、あと地下タンクがついていますので、そ

れの廃止に伴う経費ですとか、そういったものを計上させていただいていますので、

またご審議をいただければと思います。 

あと関連して２億数千万円の中には、あそこら周辺に点在していますゴルフの練習

場ですとか、ああいったものについても一応解体の費用の中には入れていますが、た

だ、先ほど申し上げましたとおり、そのゴルフの練習場を解体することが次の施設の

一体的な利用に伴うかどうかというところはまだ県との調整がついていませんので、

これから交渉を進めながらというところになります。 

それ以外には屋内運動場があるのですけれども、あれは維持管理にそんなにお金の

かかる施設ではないものですから、今回は一旦残すという選択肢を取っています。物

置に使えたり何か有効利用できるものがあるのではないかというところで、今そんな

計画ではおります。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 後継施設についても、ぜひとも計画的にかつ効率的に使って、

観光資源としても使うということですので、計画を練ってもらえればと思います。 

さて、次の複合施設建設に関連した附帯工事ですが、費用は設計費も含めると、本

体で約 16 億円になります。これ以外に備品だとか内装、それから周辺整備、外構工

事、関連費用、結構費用がかかるのではないかなと思います。その費用の手立ての目

途というのはどのようなものでしょうか。お願いします。 

○議長（大月民夫君） 古畑次長。 

○教育次長（古畑佐登志君） 今回の、今、基本設計が終わったというところをお話し

させていただいているのですが、今のところその本体の建物の部分の予算の計上とい

うことを進めておりますので、周りの附帯的なものにつきましては構想の計画として

はあるのですが、今後具体的にしていく中で数字が出てくるものということで、今の

ところ想定している金額があるというわけではありません。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 費用未定ということなのですが、その辺の費用の確保という
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のはできるということでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 複合施設についても今財源的なものを前回議員さんからも

ご質問いただいたところではあるのですけれども、様々今、国県の財源を使えるよう

な形で予算調整は行っています。 

ただ、それについては今次長の言うとおり、実施設計に伴う建物の部分になるので

すけれども、それ以外の外構ですとか、そういったものに充てられる財源が果たして

あるかどうか、それも含めてこれからどんなものをやりたいかという青写真ができた

ところで財源をこちらで探させていただくといった内容になるかと思いますので、今

後調整をしながらということになりますが、橋を架けて一体的に利用してというお話

もさっきありましたけれども、それは基本構想の中で練られた部分でありますので、

それに沿えるような形の中で考えながら進めていきたいと。今としては、財源がもし

県の補助金、起債等で充てられるものがなければ、村でやれる範囲になってしまうと

いうところだけはお伝えしておきたいと思います。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 16 億円の建物をつくって予算がないので、周りはそのまま

ですというのは可能性としてはあるわけで、そういったのも含めて計画的な設計とい

うか、その辺というのはあったのでしょうか。 

○議長（大月民夫君） 藤澤課長。 

○総務課長（藤澤洋史君） 複合施設についてはあくまでも建物の整備がメインという

か計画になりますので、その外構の部分については、もちろんこれから調整する部分

も出てきてしまいますが、そのために村で公共施設整備基金といったものに一生懸命

今までもお金を積み込んできています。それなりの残高は持っているつもりではおり

ますけれども、ただそこに全てを投入してしまうということもできません。村の中の

建物を御覧いただければ分かりますけれども、本当に今維持管理でお金がかかります。

更新経費でものすごいお金がかかってくるという時代に入りますので、そこら辺は財

政部局としての調整をかけていきたいと考えています。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 施設をつくるというのは、割かしすんなり予定は建つと思う

のですが、その維持管理というのがネックになるわけで、ぜひとも、その辺の長期的

な見通しを持って維持管理というのを計画して、それをつくって３０年後、老朽化し
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てどうにもになりませんというのは、ぜひとも避けていただきたいとお願いします。 

またその利用方法なのですが、当面、図書館と展示室、集いの場みたいな感じにな

っておりますが、それも含めてですけれども、将来的に１０年、２０年、３０年経っ

た先の構想的なものというのは、あるいは青写真的なものというのはお持ちでしょう

か。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） ありがとうございます。 

複合施設におきまして、まず維持管理という形なのですが、村のある施設の中で集

約をして、そして村全体の施設を維持管理していくための複合施設の建設であるとい

うことをまずご理解いただきたいと思います。 

その上で、複合施設は、今後、村民の皆様が、世代を問わずに気軽に集い、そして

交流できる拠点であること。それと同時に、本村ならではの文化や芸術、歴史を発信

する場となるよう、関係団体とも連携しながら、これからいろいろと検討を重ね、そ

して村民の皆様が使いやすい、そして集まりやすい施設にしていきたいと思っており

ますので、それについてはいろいろと村民の皆様のご意見を伺いながら、そして関係

団体と協力しながら進めていきたいと思っておりますので、ご理解のほどよろしくお

願いいたします。 

○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 長期的な展望に立って維持管理、それから利用というのをぜ

ひともお願いしたいと思います。 

極端に言えば、複合施設をつくって、酷使するというのですかね、使い倒していっ

て「つくってよかったな」と言えるような感じで計画的に運用をお願いしたいと思い

ます。 

村長のほうで集約するという言葉も出ましたけれども、その複合施設に限らず、児

童館その他にしても、なかなか悩ましい問題を抱えております。そういった点も計画

的に上手に利用していく。そういう観点でお願いしたいと思いますが、その辺どうで

しょうか。 

○議長（大月民夫君） 百瀬村長。 

○村長（百瀬繁寿君） 議員ご指摘のとおり、村民の皆様が納得していただける施設に

するため、私たちも一生懸命努力し、そして村民の皆様に理解していただけるように

これからも進めていきたいと思っております。よろしくお願いします。 
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○議長（大月民夫君） 村林議員。 

○８番（村林淳一郎君） 限られた予算ですので、ぜひとも有効利用していただいて、

維持管理も十分にお願いするということで。質問を終わりにしたいと思います。あり

がとうございました。 

○議長（大月民夫君） 以上で村林淳一郎議員の質問は終了いたしました。 

これで一般質問の日程はすべて終了しました。 

本日はこれにて閉議し、散会といたします。 

（午前１０時５３分） 


